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１　調査対象
大田区在住の障がい者、高齢者、要介護・要支援認定者、未就学児の子育て者を中心とした16歳以上の4,000人を調査対象とした。内訳は以下のとおり。

対象者（区民4,000人）の内訳
障がい者（手帳等所持者から無作為抽出）：1,350票、34％
高齢者（70歳以上、介護認定無、無作為抽出）：80票、
要介護・要支援認定者（要支援１･２及び要介護１～５、無作為抽出）：570票、
高齢者80票と要介護・要支援認定者570票を合わせた割合は16％
未就学児の子育て者（０～５歳の保護者を無作為抽出）：900票、23％
その他無作為抽出（16歳以上）：1,050票、26％
区民推進会議委員（大田区民）・UDパートナー：50票、１％
合計：4,000票、100％

２　調査方法・期間・回収状況
本調査の調査期間、配布数、回収数、回収率は以下のとおり。
調査期間：令和７年9月下旬～10月31日
配布数：4,000票
回収数：1,878票（紙：1,090票　Web:788票）
回収率：46.95%
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３　調査項目
本調査の調査項目は以下のとおり。
属性
回答者の情報：年代、性別、国籍、世帯状況、障がい情報（障がい種別、等級）、介護度、居住地域（４地域）

物理的なバリアに係る質問（職場や学校等、対象者が決まっている施設は含まない。）
外出状況など：外出時の課題など
道路：道路・歩道における課題
交通機関：駅やバス停、タクシー乗り場などにおける課題
公園：公園における課題
公共施設：区の施設における課題
民間施設：日常生活で誰もが利用する施設（お店等）における課題

文化・情報面でのバリアに係る質問
情報の入手：現状把握（外出する際にどのような情報を収集するかなど）、情報発信における課題

制度的なバリアに係る質問
社会活動への参加：講演会・イベント等に参加する場合に必要な配慮、防災訓練の参加における課題

意識上のバリアに係る質問
人の対応・接遇、合理的配慮：区の窓口やお店などにおける対応、まちの中での声かけにおける課題

４　報告書の見方
・図表内の「ｎ」とは、該当の設問における回答者数のことである。
・集計は百分率（％）で小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位までを表記しているため、数値の合計が100.0％にならない場合がある。
・複数回答が可能な設問の場合、回答比率の合計が100.0％を超える場合がある。
・本文や図表における選択肢の表記は、場合により、文言を一部簡略化している。

５　集計時の属性の分類
アンケートの回答は、回答者の「本人の属性」ごとの課題とニーズの傾向などを把握するため、有効回答1,878票を、以下のとおりＡ～Ｆ群に分類し、類型ごとの集計を行った。

各群の分類については、以下のとおりである。
・Ａ群：「本人の属性」が障がい者ではなく、本人の世帯に「未就学児がいる」方。但し、「本人の属性」について、要介護・要支援認定は不問及び無回答。
・Ｂ群：「本人の属性」が障がい者ではなく、本人の世帯に「19歳未満のこどもがいる、かつ、未就学児がいない」方。但し、「本人の属性」について、要介護・要支援認定は不問及び無回答。
・Ｃ群：「本人の属性」が障がい者、かつ、要介護・要支援認定者の方。但し、「要介護・要支援認定を受けていないが、介護サービスを利用している」方を含む。
・Ｄ群：「本人の属性」が障がい者で、かつ、要介護・要支援認定を受けていない又は無回答の方。
・Ｅ群：「本人の属性」が要介護・要支援認定者、かつ、障がい者ではない又は無回答で、ひとり暮らし又は19歳以上の同居者がいる方。但し、「要介護・要支援認定を受けていないが、介護サービスを利用している」方を含む。
・Ｆ群：「本人の属性」が障がい者ではなく、かつ、要介護・要支援認定を受けていない又は無回答で、ひとり暮らし又は19歳以上の同居者がいる方。

Ａ群（未就学児のこどもがいる世帯）：464票
・障がい者手帳又は受給者証なし
・要介護・要支援認定不問及び無回答
・未就学児がいる。ただし、未就学児がいる、小中高校生もいる世帯を含む。

Ｂ群（小中高生等のこどもがいる世帯）：90票
・障がい者手帳又は受給者証なし
・要介護・要支援認定不問及び無回答
・小学生～19歳未満のこどもがいる。ただし、未就学児がいる世帯は除く。（Ａ群に含まれるため）

Ｃ群（障がい者かつ要介護・要支援認定者）：245票
・障がい者手帳又は受給者証あり
・要介護・要支援認定あり。また、「要介護・要支援認定を受けていないが、介護サービスを利用している」方を含む
・ひとり暮らし、又は同居者あり（年齢は不問）

Ｄ群（障がい者）：526票
・障がい者手帳又は受給者証あり
・要介護・要支援認定なし又は無回答
・ひとり暮らし、又は同居者あり（年齢は不問）

Ｅ群（要介護・要支援認定者）：125票
・障がい者手帳又は受給者証なし又は無回答
・要介護・要支援認定あり。また、「要介護・要支援認定を受けていないが、介護サービスを利用している」方を含む
・ひとり暮らし、及び同居者あり（19歳以上）及び無回答

Ｆ群（その他）：418票
・障がい者手帳又は受給者証なし又は無回答
・要介護・要支援認定なし又は無回答
・ひとり暮らし、及び同居者あり（19歳以上）及び無回答

なお、上記以外に一部の属性が未回答のため、類型化できない票が10票ある。
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